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間7薬剤感受性試験における"S"i"A"はそれぞれ何を意味するのか説明しなさいo

■r一

抗原抗体反応､補体､血液などに関する○×問題が20題o間違っているものの番号に○をつ

ける形式だった｡

例` 1･補体は56℃30分加熱すると､清性を失う0 0

2･アレ′岬一に如しては､好酸味が集まって活性を示すo x

3･免疫機構は全て体に有利なように働くo Tk

4･ IgGが胎盤を通る唯一の抗体である｡ 0

5･獲得免疫が機能しないときに自然免疫が働く｡ ×

6･ IgI三はアレルギーを引き起こす抗体である｡, 0

7･ Rh式血液型において､東洋人舶9%以上がRh(+)であり､地上)は1%程度だが､白

人は85%が蝕(+)で､ 15%がRh(-)であるo o

第4過

問l PCほの原理を下の図を参考に簡潔に説明しなさいo (図は色々な教科書のPCR缶の

説明のところによく載っているようなものとほぼ同じ)　　　　　　　.
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間2接合伝達､形質転換､形質導入の原理についてそれぞれ簡軌こ艶明しなさい｡

爽下?図を雪和遭伝子工学における形質這換体の作成方敵簡凱鋭凱なさい｡
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第5適竜､海口湖南
関目ラットの小脳･大脳皮質･喚掛海馬の顕微鏡写実があって)以下の写真の器官の名前を

下から選び､日本常と英語の両方で答えなさいo (日本帯と英帯が両方合ってて正解)

間2英語の文章と図があって､文章の穴埋め間嶺(英静で穴埋め) o図は実習書のFigure 12.

18参席｡以下に英静の文章の一部のみ載せます｡

Humanbrainco血isbofoverlOOmi1lionor ( A )associatedwith出uionsof( B ).
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間3小脳の神経回路網の図があって､細胞と線経の名前を英語で答える問題o

間4英語の文章があって､文章中の細胞Ⅹの名前を英語で答える間鼠

※テストにおける情報

①試験時間は60分(希望者は延長可能) ｡問題用紬ま解答用紙とセットになっていて､全部で
6枚(第5週だけ2枚で､残りは各週1枚ずつ)あった｡

②生命科学実習Ⅲの成寮評価の配点は､各週の実習ごと20点ずつで､計100点満点0 6割取

れば単位かもらえる｡テストとレポートと出席で給合的に評価される｡不合格の場合は､テスト

で6割を取れなかった過の分野だげ再試を受ける｡

③過去問と同じような問題がほとんどなので､勉強汝は過去問を中心にやっていくのがベスト｡

ただ､第5週は過去問がなく､今年度の閉居も意味不明だったので､注意して下さい｡第5週

は英帯がたくさん出ていたので､重要単語くらい英語で書けるようにしておくと良いでしょうo

(但し､今年度の第5週は実験的辞みらしく､来年度はテストも変わる可能性大)
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生命科学実習皿試験問題(解答)

琴1週

間1染色法･-抗酸性染色(チ-ル･ネルゼン染色)病原体-結核菌

染色法･-ギ-ムザ艶色病原体こ-スピロヘータ

間2火炎固定､メタノール固定

間3グラム陽性菌-青紫色グラム陰性菌･-赤色

問4　2､5　　　　　　　　　　　　　　.

間5試薬-(3%)過酸化水素水

気体-酸素

反応機構-カタラーゼを産生する細菌と過酸化水素水を混合すると､ 2 H 2 0 2→2 H 2 0

十〇 ･2の反応が起こる｡

間6 1.D 2.E3.C4･A･5･B

頗監ア

第2週　緑碑僚ti…相即総和恥乳如し､.へ軸か.･㌫きゃと≡▲娘マもことと和風1向息マも)と署5･

間l T脚勺に､菌体から取り出した検体に杜たくさんの細菌が存在しているので､その中から

目的とする細菌を探し出すことをF細菌を同定する｣と言うo

間2蒜鮎蒜諺等騒盈泌轟ヵタテーゼ榊や紳げ十貯朴
やコアダラーゼテストなどの生化学辞験を行って同定するoまた､ ID 32 STAPHなどの簡易

.同定キットを用いて同定する方法もある｡

間3その細菌がグラム陽性菌か･グラム陰性菌かと､細菌の形(球菌か､梓菌か､らせん菌か)

間4薬の有効性は薬の種数や対象となる細菌によって異なり､また効力を示す濃度も異なる｡

従ってこ化学療法を行う上で､その細菌がどのような抗菌薬にどのような濃度で感受性を示

すか知る必要があるから｡

間5 ～議協豪君ディスク法

間6ある薬がある菌株の発育を阻止する最小濃度o

間7."S"は感受性であり､その細菌に対してその薬が有効であることを意味するo
･R"は耐性であり､その細菌に対してその薬が有効でないことを意味する0

第3過
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第4週

間1 ①反応液を94-95℃に5-1j秒間加熱し､ 2本鎖DNAを1本鎖にしこプライマーがテン

プレートDNAに蘇合できるような状況を作る(熱変性)

②約50-60℃まで5-30秒間冷却し､それぞれの1本鎖鋳型DNAにプライマーをくっつ

ける(アニーリング)

③約72℃まで15-60秒間加熱し､プライマーを起点としてTaqポリメラーゼによって､ 5′

から3′方向にDNA合成が起こり､ DNAの2本鎖が合成される(伸長反応)

上述のような3段階の温度変化サイクルを20-35回繰り返すことでDNAを増幅するo

間2接合伝達
接合伝達に扶且且王が大きく関与している｡プラスミドの中にF因子を持つ菌徽F

因子を持たない菌徴いう.雄株にt轡ミあり､性線毛で雌株を引き寄せて接
合を起こす｡ F因子は且己遊里しながら雄株から雌榔こ移動し､最終的に噂に

なるoこのように､細菌の接合によって､遣症担貴地る細革から他の麹菌畦軽缶生る壬乱

象を接合伝達という｡

形質転換
･外来の細菌の叫ゝコンビテン症ル
･の染色銀皿払底逸基込まれて､発現させることによっ~湖迦垂垂垂を形蜜転換と

いう｡

形発車入-

卿旦に存在する適伝子方泣出によって他の細菌に伝達され､敵
側いう現象を形質導入という｡

間3蜘グにより､輪示切れた状態のプラスミドに屑的のDNA蜘して､
そ轡ベクタトとして用いで堕全軍サi準す声ことで形質転換体を作成するo

第5週

間1小脳･.･Cerebe止um

大脳皮質- Cerebralcortex

喚球-. oぬctory bulb

梅馬- ･ Hippocampus

間2 A.ne∬ons ち.neurog払C.? D.?

間3 A. Purkinje cell(プルキンエ細胞)

B.. granule ceu (頼粒細胞)

C. mossy名ber(苔状線推)

D. climbing軌er(登上線維)

間4 ?


